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…純真な心で友情と連帯を深め合う
…美しい心と姿で環境を明るくする
…礼儀正しく、高校生としての秩序を守る
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３年生校外学習（４月 12日）ネスタリゾート

2023年度
スタート！！

２年生校外学習（４月 12日）
スポーツ健康コース

びわこ成蹊スポーツ大学見学

２年生校外学習（４月 12日）
総合進学コース

大津市歴史博物館、町散策

２年生校外学習（４月 12日）
生活デザインコース
ローザンベリー多和田

入学式（４月７日）
対面式（４月 11日）

体育祭１日目（６月14日）
ウカルちゃんアリーナ

体育祭２日目（６月15日）
皇子山陸上競技場

１年生校外学習（４月13日）
BSCウォータースポーツセンター
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日
を
追
う
ご
と
に
暑
さ
が
増
す
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
滋
賀
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

「
保
護
者
と
教
師
の
会
」
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
、
宇
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点
が
多

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
と
共
に
よ
り
良
い
学
校
環
境
を
作

り
上
げ
る
た
め
に
、
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
よ

う
や
く
学
校
行
事
等
の
活
動
の
制
限
が
解
か
れ
、
徐
々
に
本
来

の
形
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
個
人

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。「
保
護
者
と
教
師
の
会
」
は
保
護
者
と
教
師
が
協

力
し
て
子
供
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と
教
育
の
充
実
と
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
保
護
者
の
皆
様
の
協
力
な

く
し
て
こ
の
会
の
活
動
は
よ
り
良
い
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
今

年
度
は
感
染
対
策
に
注
意
し
な
が
ら
徐
々
に
活
動
を
再
開
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
会
へ

の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
暑
さ
厳
し
い
季
節
が
続
き
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

保
護
者
と
教
師
の
会

会
長

宇
野
　
浩
一

寄
り
添
い
、
寄
り
添
わ
れ
。

そ
ん
な
関
係
を

ご
挨
拶

　

１
号
館
２
階
の
テ
ラ
ス
で
、
キ
ウ
イ
棚
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
中

庭
で
は
テ
ー
ブ
ル
や
人
工
芝
の
上
で
、
華
や
い
だ
声
が
昼
食
時

に
も
響
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
張
り
詰
め
た
授
業
の
空
気
感

と
開
放
感
あ
ふ
れ
る
笑
顔
は
学
校
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
そ
れ
が
日
常
の
風
景
と
し
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

四
月
七
日
の
始
業
式
、
入
学
式
に
始
ま
っ
た
令
和
五
年
度

も
、
１
学
期
末
を
迎
え
ま
す
。
春
の
高
校
総
体
に
つ
い
て
は
、

六
月
の
ご
挨
拶
で
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
湖
嶺
祭

（
体
育
祭
の
部
）
で
は
、
ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア
リ
ー
ナ
と
皇
子
山

陸
上
競
技
場
で
熱
い
中
に
も
友
愛
溢
れ
る
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
昨
年
も
そ
う
で
し
た
が
、
ラ
イ
バ
ル
に
も
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
る
姿
に
、
こ
ど
も
た
ち
の
真
の
優
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
期
末
考
査
に
向
け
て
は
、
連
日
遅

く
ま
で
ス
タ
デ
ィ
ー
ラ
ボ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
等
で
黙
々
と
勉
学
に

没
頭
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
、
「
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
時
間
で
す

よ
」
と
い
う
声
掛
け
も
憚
ら
れ
る
空
気
感
を
う
れ
し
く
感
じ
ま

し
た
。

　

今
年
に
な
っ
て
、C

h
a
t 
G
PT

と
い
う
ワ
ー
ド
が
世
の
中
を

席
巻
し
て
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
関
心
の
高
さ
は
、
そ
の
機
能
性
を

知
る
に
つ
け
、
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
便
利
な
も
の
は
、

一
つ
間
違
え
ば
人
を
不
幸
に
陥
れ
る
、
そ
れ
は
歴
史
が
証
明
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
例
外
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
今

ほ
ど
、
人
の
存
在
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
が
世
の
中
と
い
う
人
の

中
で
生
き
て
い
く
以
上
、
だ
れ
も
が
い
つ
も
誰
か
に
支
え
ら
れ
、

助
け
ら
れ
、
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
前
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
時
に
誰
か
に
寄
り
添
う
こ
と
で
相
手
の

力
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
。

　

そ
う
思
う
と
き
、
普
段
生
徒
の
皆
さ
ん
が
さ
り
げ
な
く
示
し

て
く
れ
る
優
し
さ
、
思
い
や
り
ほ
ど
貴
重
な
も
の
は
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
だ
れ
か
一
人
で
も
自
分
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

存
在
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
自
分
も
だ
れ
か
に
そ
っ
と
寄
り

添
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
本
当
は
何
よ
り
大
切

な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
毎
日
の
学
び
が
、
知
恵
や
経
験
と

な
っ
て
そ
う
い
う
人
間
つ
く
り
に
寄
与
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

教
職
員
一
同
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
進
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
も
こ
の
通
信
で
「
保
護
者
の
方
も
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
読
書
を
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
夏
の
夜

長
、
一
緒
に
な
っ
て
本
を
読
む
時
間
を
共
有
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
何
か
素
敵
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

校
　
長

小
林
　
昌
彦
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　今年度は3年生11名、2年生７名。計18名で活動
しています。インターハイ県予選（春季総体）は
準優勝と悔しい結果となりました。あと数ヶ月後
に迫っているウインターカップ予選（秋季総体）
に向けて、心身共
に鍛え、「全国で
の実力発揮」を目
標に頑張ります！
　もちろん勉強も
頑張ります！

女子バスケ部公式Ｔｗｉｔｔｅｒ：
https: / / twi t ter .com/SJCHSBasketbal l
女子バスケ部公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ：
https://www.instagram.com/sjchsbasketball/

男子バスケ部公式Instagram ：＠sjchs.impulse

　バドミントン部は、女子13名・男子３名で活動してい
ます。特に女子は、インターハイに35回、全国選抜に23
回の出場を数える伝統のあるチームです。今年度も先日
行われた春季総体で団体戦・個人戦ともに制し、今夏、
北海道札幌市で開催されるインターハイに11年連続で出
場します。また、2025年に地元滋賀県で開催される国民
スポーツ大会に向け、本校は強化拠点校に指定されてお
り、上位入賞を目指して日々厳しい練習やトレーニング
に励んでいます。今後ともご声援よろしくお願いします。

　文武両道のもと、勉強に100%、部活動に100%の力
で臨み、インターハイ出場を目指して日々活動して
います。将来、立派な人間としてさまざま方面で活
躍できるよう、競技の技術だけではなく、自ら考え
行動する力を育み、周囲に対する気遣いや気配りが
できる人間力も身につけられるよう努力しています。

　私たち女子ソフトテニス部は、３年生２人、
２年生８人、１年生３人の計13人で活動してい
ます。部活動を通して技術だけでなく、集中力
や精神力を高め、近畿大会出場を目標に初心を
忘れず日々の練習に取り組んでいます。

　男子ソフトテニス部はプレイヤー3年生2人、2年
生5人、1年生4人と、マネージャー1年生1人の計12
人で活動しています。基礎基本を大切に、どんなと
きも楽しむ気持ちを忘れずに、練習に打ち込んでい
ます。大会では
近畿大会への初
出場を目指して、
これからも努力
していきます。
応援よろしくお
願いいたします。

クラブ紹介
男子バスケットボール部

女子ソフトテニス部

ソフトボール部

女子バスケットボール部

男子ソフトテニス部

バドミントン部

　男子バスケットボール部は、この春に新入部員を
迎え部員26名となりました。創部以来最大規模の部
員で臨んだ春季総体は、強豪と初戦から対戦しまし
た。惜しくも３点差で敗戦し、目標としていたベス
ト16進出は叶いませんでした。しかし、確実に実力
をつけていることを県内に証明できた良い大会でし
た。今後も応援よろしくお願いします。

女子ソフトテニス部公式Instagram ：sumire_wsofttennis

ソフトボール部公式Instagram ：sumire_softballteam

バドミントン部公式Instagram ：sgtn_badminton
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　３年生６名、２年生９名、１年生16名で活動し
ています。６月はひこね市文化プラザにて吹奏楽祭
に出演してきました。（大会ではないので表彰等は
ありません。）現在は７月末にある滋賀県吹奏楽コ
ンクールに向けて日々練習に励んでいます。コロナ
の５類移行を受け、入場制限も大幅に緩和されまし
たので今年はぜひ会場までお越しください。（地区
大会・県大会・関西大会全て守山市民ホール）また、
今年も依頼演奏を積極
的に受けています。出
演予定はInstagramや
学校HPにてお知らせ
いたします。

　「軽音楽」っていったい何でしょう？「軽い」音
楽？いえ、「軽音楽」は「軽やかに音を楽しむこと」
です。演者が「軽やかに音を楽しんで演奏し」聴衆
も「その音を軽やかに楽しんでくれる」、そういう場
をたくさん作っていきたいと私たちは願っています。
普段どうすればそれができるようになるのか、部員
一同真剣に考え、実現できるよう一生懸命練習に取
り組んでいます。今年度から高文連に加入した滋賀
県高等学校軽音楽部
会の元、様々なコン
テストやイベントに
参加し、自主的なラ
イブも企画していき
ますので、よろしく
お願いいたします。

　部員は、３年生8名2年生6名1年生4名（６/23
現在）の全18名です。毎週火曜日に活動を行っ
ています。昨年度は附属保育園（すみれ保育
園）へ自分の手作りおもちゃを寄贈するなど、
生徒自身で企画し挑戦しています。得意なこと
は積極的に、苦手なことは諦めず、仲間と助け
合いながら一つひとつ成功させていきたいと思
います。Instagramも更新しておりますので、
ぜひご覧ください。
家庭部公式instagram：@sghs.kateibu.cooking

　令和5年度イラスト部は1年生から3年生の総勢
26名、毎週月・火・木の放課後に活動を行って
います。コンクール作品や文化祭の展示物など
各自目標を設定し制作に励んでいます。また、
５月には昨年度に引き続き、部の懇親会を兼ね
て、石山寺への現地研修も行いました。コロナ
禍も明け、部員たちの喜ぶ姿が印象的でした。

　今年の文化祭では、浴衣を着てお点前を披露す
ることができそうです。ここ数年の間、自分で点
てたお茶は自分が飲むという制限の中でお稽古を
してきました。茶室の厳かな雰囲気も楽しんでく
ださい。
茶道部公式instagram：sumire_teaceremony

　華道部は、華道家元池坊の講師の先生にご指導い
ただき、その成果を文化祭などで披露しています。
　日本の伝統文化として培われた技術を身につける
だけでなく、花々を通して四
季に触れ、豊かな感性を養い、
表現力や想像力といった内面
を育むことができるのが生け
花の魅力です。現在１年生３
名、２年生１名と少人数での
活動ですが、お稽古を通して
花や草木の様々な表情をとら
え、その美しさを作品で表現
しています。

イラスト部

軽音楽部

茶 道 部

吹奏楽部

家 庭 部

華 道 部

吹奏楽部公式 Instagram ：sumire_brass

軽音楽部公式 Instagram ：sumire_lmc
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卓 球 部サッカー部

陸上競技部

剣 道 部

　『日々感謝』を合言葉に、バレーボールができる
環境に感謝して練習に励んでいます。バレーボール
だけでなく、あいさつや礼儀、普段の生活を大切に
し、応援されるチームであるよう努めています。現
在15名で活動しています。新体制で臨んだ春季総
体はベスト８という悔しい結果となってしまいまし
た。この悔しさを力に変え、春高予選で勝ち抜くこ
とができるよう部員一同、より一層練習に励んでい
ます。今後も応援をよろしくお願い致します。
バレー部公式 instagram：sumire_vollerballteam

バレーボール部
　硬式野球部は１年生22名・２年生26名・３年
生22名の合計70名で活動を行っています。創部
初の甲子園出場を目標に日々の練習に取り組ん
でいます。７月９日（日）皇子山球場で夏の予
選１回戦が開催されます！ぜひ、夏の大会の結
果を楽しみにご覧ください。

硬式野球部

　「考える卓球」をテーマに、日々練習に励ん
でいます。今年度は、男子学校対抗と女子シン
グルスで近畿大会出場を果たしました。特に男
子学校対抗は創部初の出場になります。卓球が
できる環境に感謝し、卓球の技術向上はもちろ
んのこと、対外試合を通じて自分の課題と向き
合い、乗り越える力をつけ、さらなる活躍と人
間的成長を目指して頑張っています。詳しい活
動内容はインスタグラムをご覧ください。

　陸上競技部は、個人種目・リレー、駅伝種目とも
に、近畿大会・全国大会出場を目標に日々の練習に
取り組んでいます。
　陸上競技を通して、感謝の気持ちを忘れずに、仲
間とともに成長し、挨拶やマナーなどの規範意識を
身につけ、学業と部活動の両立を目指しています。
　今後、よりよい成績を収められるよう、日々努力し
て参りますので、応援よろしくお願いいたします。
陸上部公式 Instagram：sumire_trackandfield

　建学の精神「心技一
如」の精神のもと、県
大会優勝・全国大会出
場を目標に日々稽古に
励んでいます。人に対
する思いやりの心、誰
からも必要とされる人
を目指し、これからも
文武両道で精進してい
きます。ご声援よろし
くお願いいたします。

　私たちサッカー部は3年生が11人、２年生が3
人、１年生が７人の計21人で活動しています。
3年生が卒部すると男子は部員数が11人を満た
ない厳しい状況で、女子は存続できません。今
からでも遅くありません。一緒にサッカーをし
ませんか？高校か
ら始めた部員もい
ますが、一生懸命
練習し、試合にも
出場しています。
明るく楽しく、爽
やかなクラブを目
指しています。

硬式野球部公式 Instagram ：sumire_basebal l
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　みんなで協力し合い一つの舞台をつくりあげる
こと。ダンスを通して人に感動を与えること。こ
の２つを目標に活動しています。今年度は少しず
つ出演依頼もいただくようになりました。現在は
文化祭にむけて練習に励んでいるところです。

ダンス同好会
　昨年度より新設されたECC部には現在6名
が所属しています。英会話の練習や、スピー
チコンテストに向けた取り組みもしています。
また英語検定にも積極的に取り組んでいます。
世界で活躍するための土台を築いています。

ECC

　日本武道館学生書道展をはじめ伊勢神宮奉納
書道展・近江神宮全国献書展・高野山競書大会
など、数多くの書道展へ作品を出品できること
を目的として活動に励んでいます。
　放課後の活動では、少人数の部員で自らの表
現力を高めることに努力し、一文字一文字に自
分の心を映して表現しようと練習をしています。
創造の場として「自由にのびのび書く心」を育
み、短時間でも筆に少しでも触れる機会を得よ
うと努めています。
　湖嶺祭のパフィーマンス書道を年間活動の中
心に据えて、活動の場をできるだけ多くつくり
たいと思います。

書 道 部
　eスポーツ研究会は、1・2年生合わせて23名で
活動しています。活動は土日を除いて毎日行って
いますが、それぞれの活動可能日に応じてシフト
制で活動しています。
　今後、高校生大会などの様々な大会にも積極的
に参加していく予定です。初心者の人も大会に出
場できるよう、部員同士力を合わせて切磋琢磨し
ながら日々活動に取り組んでいます。文化祭でも
イベントを企画したいと考えています。

e スポーツ研究会

　スノーボードスロープスタイル（障害物や
ジャンプ台が設置されたコースでの技術を競う
競技）とビッグエア（１つの大きなジャンプ台
を使い空中でトリックを行う競技）にプロス
ノーボーダーとして参加しています。雪のない
オフシーズンにはエアマットのジャンプ施設で
練習しています。シーズンに入ると様々な大会
に参加し、ナショナルチーム入りを目指して頑
張っています。今シーズンはすべての大会で表
彰台に上がれるように頑張っています。

スノーボード

　現在、本校にはフィギア
スケートに取り組んでいる
人が２人います。学校内で
はなく外部で活動していま
すが、高体連スケート専門
部に加盟しており、11月に
行われる秋季総体兼イン
ターハイ県内選考会に向け
て、日々練習を行っていま
す。会場は滋賀県立アイス
アリーナです。

フィギュアスケート

ダンス同好会 instagram：sumire_sjchs_dance

e スポーツ研究会 instagram：sumire_esports
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高校総体の結果報告高校総体の結果報告
春季総体（団体） 春季総体（個人） 近畿大会 全国高校総体（団体）
２回戦進出

準優勝

出場

ベスト８

出場

ダブルス
優　勝　山名‐西谷組
準優勝　安部‐奥谷組
第３位　藤田‐川野組
第４位　梶原‐田中組
シングルス
優　勝　山名　彩心

ダブルス
優　勝　山名‐西谷組
準優勝　安部‐奥谷組
シングルス
優　勝　山名　彩心
ダブルス・シングルス
ともに出場

３回戦

女子800ｍ 4 位 神山仁衣奈
女子 1500ｍ 5 位 神山仁衣奈
男子 3000ｍＳＣ 4位 山本朔豊
→２名 3種目近畿大会出場
女子 5000ｍＷ 6 位 辻野早香
男子 5000ｍＷ 8 位 仲村知也

女子 800ｍ 神山仁衣奈
女子 1500ｍ 神山仁衣奈
男子 3000ｍＳＣ 山本朔豊

　生徒による学校広報スタッフ『Youth（ユー
ス）』は、部活でも同好会でもないボランティ
ア組織ですが、現在も20名を超える生徒が所
属しています。等身大の滋賀短を紹介するため
のSNS運営や、オープンスクールの際の校舎案
内など、滋賀短のPR活動を日々行っています。

　３年生１名が大阪代表として活動しています。
全日本の出場権を獲得するため、たくさんの試
合で成績を残して
います。今後の目
標は、オリンピッ
クに出場すること
です。週６回の練
習を重ね、文武両
道で頑張っていま
す。応援よろしく
お願いします。

生徒広報スタッフ『youth』 馬　　術

広報スタッフ公式 instagram：sjchs_youth

男子バスケットボール部

女子バスケットボール部

ソフトボール部

バドミントン部（男子）

バドミントン部（女子）

バレーボール部

男子ソフトテニス部

女子ソフトテニス部

卓球部（女子）

サッカー

硬式野球

陸上競技部

出場

出場

出場

出場

出場

ベスト８ 近畿大会出場 出場

シングルス種村享奈
出場近畿大会出場

宝本有希　ベスト 32

種村享奈　ベスト 32

令和５年度春季近畿地区
高等学校野球滋賀大会
ベスト 16

優勝

武立・辻 ３回戦進出

村田・村田 /中村・前田
３回戦進出

脇野ベスト 32

クラブ対抗コンテスト出場

出場剣道部（男子）
剣道部（女子）
卓球部（男子）

出場

軽音楽部
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そ
れ
ぞ
れ
の
探
究

第
二
学
年
主
任

渡
邉
　
雅
子

第
３
学
年
の
抱
負

第
三
学
年
主
任

保
木
　
　
淳

高
校
生
活
が
始
ま
っ
て

第
一
学
年
主
任

乙
須
　 

一
心

　
「
仲
間
づ
く
り
」
を
目

標
に
掲
げ
た
滋
賀
短
生

と
し
て
第
一
学
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
四

月
は
、
新
し
い
環
境
で

共
に
生
活
し
て
い
く
た

め
、
様
々
な
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
一
つ
の
体
験
を
す
る

た
め
、
四
月
十
三
日
（
木
）
大
津
市
和
邇
に
赴
き
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
を
し
ま
し
た
。
水
辺
で

は
し
ゃ
ぐ
生
徒
た
ち
は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
し
て
お
り
、
協
力

し
て
カ
ヤ
ッ
ク
を
漕
ぐ
姿
、
最
後
の
、
カ
ヤ
ッ
ク
リ
レ
ー
大
会

で
は
、
ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
て
応
援
す
る
姿
に
感
動
ま
し
た
。

十
四
日
（
金
）
大
津
の
街
を
清
掃
し
な
が
ら
大
津
港
を
目
指
し
、

大
型
客
船
ビ
ア
ン
カ
で
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

乗
船
中
は
滋
賀
県
ご
当
地
ク
イ
ズ
な
ど
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
生
徒
同
士
、
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
と
の
関
わ
り

方
が
変
わ
り
、
多
少
の
不
安
を
抱
え
て
の
行
事
で
し
た
が
、
生

徒
た
ち
の
強
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
生
活
で
も
、
力
を
合
わ
せ

て
課
題
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
、
生
徒
が
充
実
し
た
高
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
す
。

　

二
年
生
は
、
進
路
選
択
に
向

け
て
の
基
礎
固
め
の
一
年
間
で

す
。

　

Ⅱ
類
で
は
、
四
月
に
二
泊
三

日
の
勉
強
合
宿
を
実
施
し
ま
し

た
。
三
日
間
英
語
漬
け
の
日
々

に
戦
々
恐
々
と
し
て
参
加
し
た

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
実
際
始

ま
っ
て
み
る
と
「
意
外
と
時
間

が
過
ぎ
る
の
が
早
い
」「
確
認
テ

ス
ト
の
点
数
が
着
実
に
上
が
っ

て
い
る
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
仲
間
と

と
も
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
や
れ
ば
で
き
る
と
い

う
自
信
に
気
づ
け
た
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ⅰ
類
は
コ
ー
ス
別
の
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
学

校
近
辺
の
商
店
街
に
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
行
っ
た
り
、
保
育
と
食
に

関
す
る
実
技
を
し
た
り
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た
り
と
、
分
野
別

に
学
習
し
て
い
ま
す
。
今
後
よ
り
深

い
学
び
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

二
年
生
は
研
修
旅
行
実
施
の
学
年

で
も
あ
り
ま
す
。
行
き
先
で
あ
る
北

海
道
を
テ
ー
マ
に
探
究
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
北
海
道
へ
の
理
解
・

関
心
を
高
め
た
上
で
、「
自
立
（
自

律
）」
と
「
協
働
」
と
い
う
学
年
目

標
を
掲
げ
、
充
実
し
た
研
修
旅
行
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
、
い

つ
も
本
校
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に

早
い
も
の
で
現
在
の
３

年
生
は
今
年
度
で
卒
業

と
な
り
ま
す
。
こ
の
学

年
の
主
任
を
務
め
た
２

年
生
の
始
め
に
比
べ
て

大
人
に
な
っ
た
、
と
思

え
る
言
動
が
増
え
て
き

て
、
日
々
成
長
を
感
じ

て
い
ま
す
。
特
に
、
６

月
中
旬
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
で
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
が
あ
る

中
で
ク
ラ
ス
が
、
団
が
ま
と
ま
る
た
め
に
は
、
楽
し
め
る
た
め

に
は
！
と
考
え
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
姿
に
「
自
律
＝
セ
ル
フ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で
き
る

生
徒
が
増
え
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と
、

着
実
に
成
長
し
て
い
る
生

徒
た
ち
と
卒
業
ま
で
一
緒

に
成
長
し
な
が
ら
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
最

後
の
１
年
、
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
全
て
が
充
実
し
た
年

に
な
る
よ
う
に
動
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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四
月
二
七
日
（
木
）
十
八
時
半
か
ら
、
本
年
度
選
出
さ
れ
た
評

議
員
に
よ
る
評
議
員
会
を
も
ち
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
審
議

い
た
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
五
月
十
三
日

（
土
）
の
「
保
護
者
と
教
師
の
会
総
会
」
お
よ
び
「
後
援
会
総

会
」
の
中
止
の
了
承
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
（
金
）
に
両
総
会
の
議
案
の
表
決
の
方
法
を
全
会

員
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
もC

lassi

を
用
い
て
議
案
の

表
決
を
行
い
、
五
月
二
四
日
（
水
）
一
五
時
を
締
め
切
り
と
し
ま

し
た
。
過
半
数
の
投
票
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
前
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
の
後
、
今
年
度
事
業
案
、
会
計
予
算
案
の
い
ず
れ
も
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

本部役員紹介
役職・所属委員会 役 員 氏 名

会長
副会長（青少年育成委員会）
副会長（研修委員会）
副会長（広報委員会）
監事
監事
青少年育成委員会委員長
青少年育成委員会副委員長
青少年育成委員会副委員長
研修委員会委員長
研修委員会副委員長
研修委員会副委員長
広報委員会委員長
広報委員会副委員長
広報委員会副委員長

宇　野　浩　一
前　田　美　佳
杉　尾　浩　司
松　尾　恵　子
南　　　由紀子
岩　澤　光　沙
村　田　邦　子
飯　塚　愛　歌
加　藤　　　恵
藤　井　美　香
髙　江　紀美子
森　野　利　子
山　﨑　欣　実
笠　井　多恵実
島　本　勝　史

保
護
者
と
教
師
の
会

総
会
の
報
告

　昨年度に生活デザイン科が普通科に統合され、コース選択を軸にしたあたらしい
普通科Ⅰ類が誕生しました。そして、この四月より、３つのコース毎の授業が展開
されています。それぞれのコースの１学期の授業の取組をここに紹介します。

普通科Ⅰ類 新コースについて普通科Ⅰ類 新コースについて

　

総
合
進
学
コ
ー
ス
の
「
社
会
探
究
」
で
は
、
１
学
期
、
大
津

駅
か
ら
浜
大
津
駅
方
面
の
ま
ち
散
策
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が

出
会
っ
た
も
の
や
気
づ
い
た
こ
と
、
興
味
を
持
っ
て
調
べ
た
こ

と
を
互
い
に
発
表
し
合
い
ま
し
た
。
実
際
に
自
分
の
足
で
歩
き
、

普
段
は
行
か
な
い
お
店
や
寺
・
神
社
や
施
設
を
訪
れ
て
み
る
こ

と
で
、
は
じ
め
て
知
る
こ
と
や
新
し
い
体
験
に
出
会
い
、
学
ぶ

楽
し
さ
を
味
わ
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
２
学
期
か
ら
は
自
身

の
進
路
希
望
に
沿
っ
て
、
地
域
に
あ
る
も
の
を
題
材
に
探
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
学
び
を
深
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
は
、
家
庭
科
の
中
で
も
特
に
食
と
保
育
の

分
野
に
関
す
る
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
で
す
。
体
験

的
な
授
業
を
通
し
て
、
保
育
や
食
分
野
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
先
日
の
食
分
野
の
実
習
で
は
、
米
作

り
や
梅
シ
ロ
ッ
プ
作
り
な
ど
、
普
段
で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い

取
り
組
み
を
行
ま
し
た
。
季
節
ご
と
の

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
食
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
分
野

で
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
知
育
玩
具
の
製
作
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
9
月
に
は
保
育
室
も
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

実
際
の
保
育
現
場
を
想
定
し
た
学
び
と
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま

す
。
最
新
設
備
で
の
沐
浴
実
習
体
験
を
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！！

　

本
コ
ー
ス
で
は
「
す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
３
つ
の

視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、

学
び
の
中
で
地
域
社
会
と
繋
が
る
機
会
を
た
く
さ
ん
用
意

し
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
と
の
か
か
わ
り
方
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
学
期
に
は
テ
ー
ピ
ン
グ
実
習
や
び

わ
湖
で
の
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の
体
験

実
習
な
ど
様
々
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
！
ス
ポ
ー

ツ
の
あ
る
未
来
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

を
存
分
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康

生活デザイン 総合進学コース

コ
ー
ス

コース

あたらしい普通科Ⅰ類
　本 格 始 動！



担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科 担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科

担当教科

担当教科
ク ラ ブ

担当教科

担当教科

担当教科

担当教科

担当教科

担当教科 担当教科

担当教科

第106号 P T 通 信

１年所属・進路指導部

角井　良暢
国　語
書　道

１年所属・進路指導部

安田　拓人
地歴公民
書　道

２年所属・教育総務部主任

多田　耕平
理　科
バドミントン

２年所属・生活指導部

今村　直貴
地歴公民
バドミントン

２年所属・募集企画部

岡本　真有希
地歴公民
イラスト

２年所属・進路指導部

西村　　繭
国　語
卓球・校内塾

２年所属・教育総務部

安田　直紀
外国語（英語）
軽音楽

外国語（英語）
校内塾

２年所属・生活指導部

田中　航希
地歴公民
サッカー

２年所属・生活指導部

岡野　　隼
地歴公民
女子バスケットボール

３年所属・進路指導部

松永　　稜
３年所属・進路指導部主任

加藤　陽介
地歴公民
ダンス同好会・校内塾

３年所属・募集企画部主任

神原　啓人
３年所属・募集企画部

門地　正喜
外国語（英語）
ECC

保健体育
硬式野球

３年所属・教育総務部

中村　真幸
家　庭
家　庭

生活指導部主任

水野　　駿

非常勤講師 七里　依利奈
国　語

数　学

非常勤講師 辻　　律子
家庭・書道

非常勤講師 山元　英明
地歴公民

非常勤講師 山本　圭子
保健体育

非常勤講師 澤　　宏一
外国語（英語）

非常勤講師 堀村　いずみ
音　楽

非常勤講師 松本　唱子 ALT

事 務 部

増田　和代

非常勤講師 山下　知樹 Nigel Cairns

令和５年７月19日 （　　）10

養護・教育総務部

澤　　さつき

３年所属・教育総務部

佐々木　琳慧
国　語
華道・フィギュアスケート

事務部・係長 事 務 部

数野　裕恵

事 務 部

福島　朝菜

事 務 部 松井　智之

すみれん

美　術 国　語 外国語（英語）

担当教科
ク ラ ブ

１年所属・募集企画部

粟谷　春日
外国語（英語）
ECC・茶道

あわたに　　 か す が

た　  だ　      こうへい

にしむら　　　　 まゆ

お か の 　 　 　   はやと

かんばら　　  ひ ろ と

なか  むら　　 ま ゆ き

し ち り   　  え 　 り 　 な

やまもと　　　け い こ

池田　貴彦
い け だ 　 　 たか ひこ

ま つ い 　   とも ゆき

まつもと　　 しょうこ

か く い 　 　  よしのぶ

いまむら　　 な お き

や す だ 　 　  な お き

まつなが　　　　 りょう

も ん ち 　 　  ま さ き

み ず の 　 　 　 すぐる

つじ　　　     り つ こ

さわ　　　　  ひろかず

やました　　  と も き

か ず の 　 　  ひ ろ え

ま す だ 　 　 か ず よ

や す だ 　   た く と

おかもと　　  ま ゆ き

た な か 　 　 こ う き

か と う 　 　 ようすけ

さ 　 さ 　 き　　   りん けい

さわ

やまもと　　 ひで あき

ほりむら

ふくしま　　  あ さ な
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校　長

小林　昌彦
こばやし　  　まさ ひこ

お く だ　　  ひろ のぶ

まつばら　　　ゆ 　 り 　 か

い く の 　   と も み

わたなべ　    ま さ こ

つじ　　　　  な お き

ひ ら の 　 　　けいいちろう

なかがわ　　  た く む

は ら だ 　 　 　  しょう

なかむら　　  て い じ

し が き　　   けんいち

きたはら　　　　 さとし

お と す　　     いっしん

おおばやし　　よう へい

さ と う　　   しょうや

おか むら　　　 ゆ う き

たかはし　　  てっぺい

おかもと　　 しょうま

すぎもと　　　  か ん や

か わ い 　 　  み  き

た ち の 　 　  ち な み

すけくに　　  せ い や

お か だ 　 　  た く ま

なか  がき　　  なるふみ

いのうえ

よ こ い 　 　  と も や

お  き 　    も も こ

ほ う き 　 　 　  じゅん

おくむら　 　  か え で

さわ　　　　     けん いち

おおかわ　　  まさゆき

こうわき　  　と も こ

あ さ み 　 　 よし のり
教　頭

北原　　聡
事務部長

浅見　義典

主幹教諭・募集企画部長

奥田　浩信
１学年主任

乙須　一心
担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科

担当教科 担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

担当教科
ク ラ ブ

ク ラ ブ ク ラ ブ

保健体育
剣　道

１年１組

岡田　拓馬
数　学
男子ソフトテニス

１年３組

大林　洋平
地歴公民
サッカー・校内塾

女子バスケットボール eスポーツ研究会

１年４組

中垣　成史
数　学
陸上競技

１年６組

佐藤　彰哉
保健体育
硬式野球

１年７組

井上　やよい
家　庭
家　庭

２学年主任

渡邉　雅子
国　語
茶　道

２年１組・２学年副主任

岡村　祐希
数　学
吹奏楽

２年２組

横井　智也
数　学
校内塾

２年３組

辻　　直樹
国　語
校内塾

２年４組

髙橋　哲平
体　育
ソフトボール

２年５組

隠岐　桃子
家　庭
男子バスケットボール

２年６組

平野　桂一郎
保健体育
硬式野球

２年７組

岡本　翔真
外国語（英語）
女子ソフトテニス・校内塾

３学年主任

保木　　淳
地歴公民
硬式野球

３年１組

中川　拓夢
地歴公民
男子バスケットボール・校内塾

３年２組・ICT推進委員長

杉本　侃哉
数学・情報
eスポーツ研究会

３年３組

奥村　華楓
数　学
バレーボール・校内塾

３年４組・３学年副主任

原田　　翔
理　科
ソフトボール

３年５組

河合　美紀
保健体育
陸上競技

３年６組

澤　　健一
外国語（英語）
軽音楽

３年７組

中村　貞司
国　語
剣道・校内塾

３年８組

立野　智奈美
外国語（英語）
女子ソフトテニス

１年所属・教育総務部

大川　雅之
外国語（英語）
イラスト・校内塾

１年所属・生活指導部

志垣　健一
理　科
卓　球

１年所属・教育総務部

助國　晟也
数　学
男子ソフトテニス

１年２組・１学年副主任

松原　由莉佳
国　語
華　道

１年５組

生野　智美
理　科
吹奏楽・校内塾

１年所属・生活指導部

幸脇　知子
外国語（英語）
ダンス同好会

先 生 紹 介先 生 紹 介

担当教科
ク ラ ブ

国　語
バレーボール
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四
年
制
大
学
進
学
率
六
割
の
現
状
を
ど
う
捉
え
る
か

進
路
指
導
部 

主
任

加
藤

 

陽
介

　

昨
年
度
も
大
学
入
試
の
易
化
が
す
す
み
ま
し
た
。
こ

れ
で
三
年
連
続
で
す
。
そ
の
直
前
の
年
ま
で
は
、
国
の

入
学
定
員
厳
格
化
政
策
に
端
を
発
す
る
中
堅
私
大
難
化

の
嵐
が
容
赦
な
く
生
徒
た
ち
を
襲
っ
て
い
た
の
で
し

た
。
一
体
、
あ
の
時
の
あ
れ
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

競
争
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
も
ち
ろ
ん
歓
迎
で
す

が
、
こ
の
凄
ま
じ
い
変
わ
り
様
に
は
戸
惑
い
も
覚
え
ま

す
。

　

本
校
の
大
学
合
格
の
べ
数
は
、
四
年
前
が
一
七
九
、

三
年
前
が
二
三
九
、
お
と
と
し
が
二
七
九
、
そ
し
て
昨

年
度
は
表
に
あ
る
よ
う
に
三
七
六
と
こ
の
間
に
跳
ね
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か
ら
す
す
ん
で
い
た
四
年

制
大
学
へ
の
進
学
率
の
上
昇
傾
向
も
さ
ら
に
強
ま
り
、

八
年
前
ま
で
は
三
十
％
代
だ
っ
た
の
が
今
年
の
三
月
に

初
め
て
六
割
に
達
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
、
四
年
制
大
学
進
学
が
学
年
全
体

で
み
て
六
割
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
現
状
を
進
路
指

導
部
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
点
目
。
こ
の
状
況
と
い
う
の
は
地
図
を
用
い

れ
ば
、
ご
く
簡
単
に
、
か
な
り
の
部
分
納
得
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
全
体
で
み
た
高

校
生
の
四
年
制
大
学
進
学
率
は
五
二
％
、
お
隣
の
京
都

府
は
全
国
二
位
の
七
一
％
で
す
。
高
校
生
に
と
っ
て
大

学
進
学
率
を
押
し
上
げ
る
最
大
の
要
因
は
、
も
ち
ろ
ん

学
力
の
高
さ
で
は
な
く
、
自
宅
か
ら
大
学
ま
で
の
物
理

的
な
距
離
で
す
。
異
様
な
ま
で
に
大
学
が
集
中
し
て
立

地
し
て
い
る
京
都
市
中
心
部
ま
で
、
十
キ
ロ
も
離
れ
て

い
な
い
大
津
市
南
部
に
位
置
す
る
本
校
の
こ
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
考
慮
す
れ
ば
、
六
割
と
い
う
数
字
に
は
何
の

不
思
議
も
な
い
の
で
す
。

　

二
点
目
。
な
ぜ
四
年
制
大
学
進
学
を
よ
り
多
く
の
本

校
生
が
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
グ
ラ
フ
を
見

て
く
だ
さ
い
。
今
春
に
四
年
制
大
学
へ
進
学
し
た
卒
業

生
が
現
在
学
ん
で
い
る
学
問
領
域
を
調
べ
る
と
、
三
分

の
一
程
が
、
か
つ
て
は
む
し
ろ
専
門
学
校
や
短
大
で
学

ぶ
の
が
当
然
と
見
な
さ
れ
て
き
た
分
野
で
あ
る
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
四
年
制
大
学
へ
と
生
徒

た
ち
が
自
ら
志
望
を
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
た
と
い
う
の
で
は

な
く
、
将
来
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
を
叶
え
る
た
め
の
最
適

な
場
所
が
大
学
に
切
り
替
わ
っ
た
だ
け
な
の
で
は
な
い

か
。
つ
ま
り
、
職
業
に
か
か
わ
る
専
門
性
認
定
の
制
度

が
近
年
ま
す
ま
す
大
学
に
有
利
な
方
向
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
こ
と
が
事
の
本
質
で
あ
り
、
四
年
制
大
学
へ
の
進

学
を
生
徒
た
ち
が
選
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、

実
際
に
は
そ
う
し
た
変
化
に
自
然
に
対
応
し
よ
う
と
し

た
行
動
の
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

以
上
二
点
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
進
路
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
校
の
大
学
進
学
率
が
今
後
も
上
が
っ
て
い

く
か
ど
う
か
で
す
。
私
は
そ
の
可
能
性
は
か
な
り
低
い

と
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
の
と

同
じ
こ
と
が
理
由
で
す
。
世
の
中
に
数
多
あ
る
職
業

に
求
め
ら
れ
る
そ
の
全
て
の
技
能
を
、
大
学
と
い
う

機
関
だ
け
で
調
達
す
る
の
は
現
実
的
に
み
て
不
可
能

な
の
で
す
。
本
校
で
は
大
学
と
短
大
の
両
方
の
進
学

率
を
合
わ
せ
る
と
す
で
に
八
割
を
超
え
ま
す
。
看
護

学
校
進
学
者
も
全
体
の
五
％
程
度
い
ま
す
。
残
り
の

十
数
％
が
専
門
学
校
で
す
が
、
そ
の
半
数
以
上
が
理

学
療
法
等
の
医
療
系
か
、
美
容
・
理
容
師
志
望
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
生
徒
の
希
望
す
る
職
業
分

野
の
傾
向
が
急
変
す
る
な
ど
の
極
端
な
想
定
を
し
な

い
限
り
、
す
で
に
大
学
進
学
率
は
、
こ
れ
以
上
に
上

が
り
よ
う
が
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
の

が
現
実
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
進
路
指
導
が
本
校
で
求
め
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
。
学
年
全
体
の
八
割
を
超
え
る
生

徒
が
大
学
・
短
大
へ
進
学
し
て
お
り
、
今
後
は
定
常

的
な
局
面
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
す
。
こ

の
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

自
分
に
合
っ
た
上
級
学
校
を
、
自
分
の
意
思
と
判
断

で
選
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
環
境
を
デ

ザ
イ
ン
し
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

進
路
指
導
部
と
し
て
、
こ
の
数
年
か
け
て
、
進
路
行

事
の
数
と
内
容
の
見
な
し
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ま
が
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
進
路
選
択
が
で

き
る
よ
う
、
進
路
指
導
部
は
引
き
続
き
支
援
・
指
導

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

2022年度卒業生
大学進学者の学問領域内訳

社会科学
児童・保育
外国語・国際

情報
看護（大学）

教育（小学生以上）
管理栄養

健康・スポーツ
心理学
人文科学

理系（理・工・農・薬）
理学・作業・放射線・臨検

芸術
福祉

家政・生活科学
建築・インテリア

42%
12%
11%
8%
8%
8%
6%
6%
6%
6%
5%
5%
4%
4%
3%
2%

大 　 学 短 期 大 学

企 業 名

合格数

合格数

合格数

合格数

2
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
34

1
1
1
3

28
3
3
4
2
4
1
2
1
1
2
1
52

1
3
1
1
1
1
1
1
10

滋 賀 短 期 大 学
池 坊 短 期 大 学
華 頂 短 期 大 学
京 都 経 済 短 期 大 学
京都光華女大短期大学
京 都 文 教 短 期 大 学
嵯 峨 美 術 短 期 大 学
龍 谷 大 学 短 期 大 学 部
大阪国際大学短期大学部
大 阪 成 蹊 短 期 大 学
関西外国語大学短期大学部
近 畿 大 学 短 期 大 学 部

大津赤十字看護専門学校
草津看護専門学校
滋賀県堅田看護専門学校
滋賀県済生会看護専門学校
滋賀県立総合保健専門学校
京都府医師会看護専門学校
洛 和 会 京 都 厚 生 学 校
大阪保健福祉専門学校

滋賀県立総合保健専門学校（歯科衛生）
滋賀職業能力開発短期大学校
ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校
アミューズ美容専門学校
京 都 医 健 専 門 学 校
京都医療福祉専門学校
京都芸術デザイン専門学校
京 都 建 築 大 学 校
京都コンピュータ学院鴨川校
京都歯科衛生学院専門学校
京 都 自 動 車 専 門 学 校
京 都 調 理 師 専 門 学 校
京都デザイン＆テクノロジー専門学校
京 都 動 物 専 門 学 校
京 都 福 祉 専 門 学 校
京都文化医療専門学校
京都理容美容専修学校
YIC京都ビューティ専門学校
YIC京都ペット総合専門学校
ESPエンタテインメント大阪
上田安子服飾専門学校
大 阪 医 専
大阪医療福祉専門学校（理学療法）
大 阪 こ ど も 専 門 学 校
大阪ビューティーアート専門学校
辻 製 菓 専 門 学 校
辻 調 理 師 専 門 学 校
ビジュアルアーツ専門学校
A W S 野 生 動 物 学 院
横浜ビューティー＆ブライダル専門学校

京セラ株式会社　滋賀蒲生工場
琵琶湖グランドホテル
日本モーターボート競走会ボートレーサー養成所

京都

大阪

滋賀
愛知
北海道
広島

滋賀

滋賀

滋賀

滋賀

京都

京都

福岡

大阪

大阪

大阪

和歌山
神奈川

四年制大学合格状況（国公立）

四年制大学合格状況（私立）

短期大学合格状況

その他専門学校合格状況

看護専門学校合格状況

就職合格状況

地域 地域

専 門 学 校地域

地域

大 　 学 合格数

滋賀

京都

京都

大阪

地域

四年制大学計

その他専門学校計

就職計

短期大学計

看護専門学校計

［2023年3月31日時点］2022（令和4）年度
滋賀短期大学附属高等学校進路実績　　　　　　（のべ合格数）

滋 賀 大 学
愛 知 教 育 大 学
公立はこだて未来大学
尾 道 市 立 大 学

成 安 造 形 大 学
聖 泉 大 学
長 浜 バ イ オ 大 学
び わ こ 学 院 大 学
びわこ成蹊スポーツ大学
びわこリハビリテーション専門職大学
大 谷 大 学
京 都 外 国 語 大 学
京 都 華 頂 大 学
京 都 看 護 大 学
京 都 芸 術 大 学
京 都 光 華 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 女 子 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 先 端 科 学 大 学
京 都 橘 大 学
京都ノートルダム女子大学
京 都 文 教 大 学
同 志 社 大 学
花 園 大 学
佛 教 大 学
立 命 館 大 学
龍 谷 大 学
藍 野 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 産 業 大 学
大阪樟蔭女子大学
大 阪 成 蹊 大 学
大阪電気通信大学
関 西 大 学
関 西 外 国 語 大 学
関 西 福 祉 科 学 大 学
四 天 王 寺 大 学
摂 南 大 学
帝 塚 山 学 院 大 学
梅 花 女 子 大 学
羽 衣 国 際 大 学
甲 南 大 学
神 戸 学 院 大 学
奈 良 大 学
皇 學 館 大 学
愛 知 淑 徳 大 学
日 本 福 祉 大 学
岐 阜 協 立 大 学
岐 阜 聖 徳 学 園 大 学
東 海 学 院 大 学
創 価 大 学
金 沢 学 院 大 学
福 岡 大 学
長 崎 国 際 大 学

1
1
1
1

1
8
2
1
5
1
60
3
3
1
2
10
28
1
2
2
29
4
4
4
6
32
3
54
2
11
2
18
1
1
5
9
2
6
1
21
3
2
3
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
1
376

校内塾
　校内塾は２年生の11月から 「スタート
講習」という形で始まります。英国数の３
科目で受験に必要となる土台を形成しま
す。３年生になります春休みから「春季講
習」という形で本格的に受験に向かい、学習を重ねます。対象者
は公募制推薦入試や一般入試での受験を考えた、いわゆる学力重
視型入試で受験をする生徒たちです。今年度は校内塾発足８年目
に入り、塾生は68名でスタートしました。日々、基礎的な力の構
築を促すための仕組みの中で学習に励んでいます。現在、中学３
年間、高校２年間の学習の復習に加え、
それらを受験レベルに引き上げるための
講義・テストを日々行っております。保
護者の皆様や友人、心の支えとなる様々
な“依存先”に支えられ、自身のすべき
ことに取り組んでいる彼らと最後まで走
り抜けます。

兵庫

奈良
三重

愛知

岐阜

東京
石川
福岡
長崎


	01-02
	03-04
	05-06
	07-08
	09-10
	11-12

